
  ＜Ⅰ＞                              令和2年5月30日（土） 

第45回「南木倶楽部全国勉強会」（第130回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治（みなきたかはる） 

大局を見る。近未来日本の可能性。 
（はじめに）現在「世界大戦」は進行中である。戦国時代である。最後に徳川家康になる国はどこか。日本は

目覚めなければならない。あらゆる可能性を考え、準備する。竹千代が天下を取ると誰が予測できたか。

未来は「意志」に反応する。日本人がどういう「意識」を持つかが最も重要。 

我々日本人には皆、戦国時代の歴史が常識としてあるのだから、今、世界は戦国時代なのだと思えば、

世界情勢の分析など、本当に簡単。「戦後」になっても、世界も、人間も、何も変わってはいない。 

チャイナ共産党崩壊 → アメリカの内紛と分裂 → 第2次日英同盟 （英国は香港を取り返す。） 

「仕事」と大局。「士農工商」空の雲を見て「大局」を思え。一切は大局の一部。大局は「ホログラム」

のように、小さな部分の中にも実在しているはず。一点の中に全宇宙はあり、全ての場所は宇宙の中心。 

① 「武漢コロナウイルス」は人造ウイルス、もしくは「武漢」の研究所が収集・培養していたウイルスが漏

れた。日本の発病が少ないのは、きっと何重もの理由がある。清潔、慣習、免疫。 

② 「緊急事態」を切り上げて、経済を回していっても大丈夫だ。ワクチンも、重症の治療薬も、日本は世界

の先端を走っている。オリンピックを実施するためには、ワクチンと、重症の治療法確立が必要。 

③ 「コロナ以後」はまったく別の日常になると言うのは本当か。嘘。1年後の本日誰もマスクをしていない

だろう。ただ産業構造はかなり変わる。また多分数年後の国際秩序は決定的に変わる。「グローバリズム」

による過去30年間の「ワンワールド」志向は破綻した。では次の「ワンワールド」は何か。 

④ 習近平はチャイナ共産党最後の主席。世界史の時間がここまで早く進んだのは習近平のおかげ。アメリカ

議会と、トランプ大統領のチャイナ締め付けは益々強化されていくので、チャイナは見る間に資金調達が

難しくなる。海外資産も売り払うしかなくなる。日本企業は早く損きりしてチャイナから撤退すべき。遅

くなるほど傷が深くなる。早く国内回帰すべき。ただ、チャイナ共産党が滅びて、いくつかの国に分かれ

ても、企業はそこに進出するつもりだろうから、このままでも行けると考えているのかもしれない。しか

し「戦争」なのだからそうは行かない。アメリカの「制裁」で、その企業がアメリカの制裁対象になって

しまう。この事を日本のマスメディアが言わないから、日本の企業経営者は良くわかっていない。 

⑤ 経済の「ワンワールド」、「パックスアメリカーナ」は「異形のチャイナ共産主義帝国」の出現によって終

わった。「世界第2位の経済大国」となって、「資本主義、自由主義」世界に紛れ込んで育った「共産主義・

全体主義」が、自身だけは「資本主義、自由主義」のルールを守らない「寄生体」であるにもかかわらず、

巨大化した「癌細胞」のように、本体の生命を脅かす状態になった。1971 ニクソン大統領訪中。1972 日

中国交回復（田中角栄×周恩来）。→ 1978 日中平和友好条約。（チャイナへの投資始まる）→1989 12

月 日経平均38000円最高値。1989ベルリンの壁崩壊。1991ソ連崩壊 パックスアメリカーナによる金融

ワンワールド・グローバリズム。→ 2007 サブプライムショック。2008 リーマンショック。チャイナの

銀行、国営企業の株式を欧米投資銀行が売却。→ チャイナ、トランプ大統領出現まで大発展。→ 2019 

米国 政治的衝突店を香港に、ウイグル人権法でチャイナ内部に法的に、すでに攻め込んでいる。

2020.1.31英国 ブレグジット 

⑥ 資金を持ち帰れないのに、なぜ企業幹部はチャイナに進出したのか。オーナー社長と、サラリーマン社長

の違い。投資資金と、利益を持ち帰れなくても、自分が社長の間、チャイナでの業績が伸びれば、連結決

算で会社の業績は伸びる。最終的な会社の運命を考えていない。国家も同じで、愛国心を持つ国民と、愛

国者たちに支えられた政治家が必要。目先だけを見るサラリーマン社長のような政治家を選んではいけな

い。「三洋電機」はじめ、一体何を考えていたのか。 

トランプ大統領・アメリカ議会は台湾を守る立法・軍事を展開同時に、「資本移動の自由」をチャイナに

強く求め始めている。チャイナは「グローバリズム」を利用して巨大化したが、自らは「グローバル化」

まったくしていない。また出来ない。 

⑦ 英国が香港を取り返す以前の混乱時期は、我が国にとって非常に重要。東京はもう一度世界の金融センタ

ーになる。 

⑧ （コロナで良かった事１）習近平 国賓での来日がほぼ自動的に無くなった。「コロナ」は日本を救った。 

⑨ （コロナで良かった事2）財務省の「嘘」が今回ばれてしまって、もう当分「国の借金」国民一人当たり

1000 万とか言えなくなるだろう。国の借金が増えたら、国民の預金通帳にそのままその額が振り込まれ



ると言う当たり前の事が分かってしまった。この機会に大規模な公共投資、国土強靭化。内需拡大政策に

徹底的に取り組むべき。「円高は株高」になるまで内需を拡大するべき。 

⑩ （コロナで良かった事3）家族の大切さに気づく等、家庭を振り返る機会を多くの人が得た事。 

⑪ （コロナで良かった事4）不況になるので「公務員」志向の若者が増えるが、それと共に、進路に「自衛

官」を選ぶ若者も増える事。東日本大震災もそうだが、国家的な災厄が起きると、これまでの自衛隊が積

み重ねてきた「徳」が実ってきて、「愛国心」「公徳心」を持つ若者が自然に増える事。若者の「愛国心」

をこの機会に益々高める工夫をすべき。 

⑫ （コロナで良かった事5）我が国においては特に「非常事態」がある事を全国民が知った事。日本と諸外

国との違いも多くの国民が学んだ事。 

⑬ 組織も、国家も、「団結」した方が勝ち、「分裂・分断」させられた方が負ける。日本は「沖縄」は少しや

られているが、チャイナは「香港」返還時から、国家的「分断」を自ら取り込んでしまっている。「ＧＤ

Ｐ世界第2位、アメリカと並ぶ大国などと「自己陶酔」に陥っているうちに、「毒」が回って、「香港国家

安全条令」など、作らねばならなくなり、逆に、完全に自らの手で国家に「分裂・分断」を持ち込んだ。

愚かである。大阪は、日本保守団結の要。東京の保守はまとまるのが難しい。大阪の我々の使命は非常に

重大。 

⑭ 「日本はそろそろ自立」などと、相手次第でそういう言い方も分かるが、本当の認識は、日本が「世界的

ヘゲモニー」を握らないと、世界平和は出来ない可能性について、深く自覚し、思いを致すべき。 

⑮ 「日本の官僚の問題」首相、知事、市長が課長を選べない。課長は公務員労組や、左翼野党勢力の影響を

強く受ける。部長以上はその課長の「上がり」。それで首相、知事、市長は、政策上のさまざまな「バー

ター」をしなければならなくなる。この我が国の宿阿を何とかしたい。戦前、官僚は「天皇の官僚」だっ

た。それを悪用して勝手に軍隊を動かした。今は官僚は「組合」の官僚である。戦前も、戦後も、民主的

に選ばれた政治家が官僚をコントロールできない。教科書問題と政権の「バーター」。 

⑯ 国民が駄目になってきていた。「自分はきちんとできないが、他の人はきちんとできて当たり前。」と勘違

いしている輩が増え続けた。「誰かがきちんとしてくれないからこうなった」と怒っている間は何事も達

成されない。基本認識として、「自分はきちんとできてあたりまえ、しかしきちんとできない人は非常に

多いから、自分が何としてあげないといけない。」と考える人が過半数でないと国家、社会は病み、弱体

化する。国民、青少年、子供に「誇り」、「自信」を持たせなければならない。もうすぐ「反転」し始める。 

⑰ ＣＰＵの中身の半導体は台湾の「ＴＳＭＣ」と、韓国の「サムソン」が世界の2大産地で、チャイナでは

作れない。これを作るには「超高純度」の「シリコンウエハー」と、最高純度の「フッ化水素」が必要。 

  「シリコンウエハー」は日本の「SUMCO」「信越化学」が世界の大半。「フッ化水素」は「森田科学」ともう

一社、両方とも大阪の会社。「ＴＳＭＣ」はアメリカ本土に工場を持っていくとのこと。 

⑱ レバノンはデフォルトした。カルロス・ゴーンはどうする。ゴーンカードは実は我が国がこの「世界戦争・

戦国時代」に本気でヘゲモニーを巡って参画するなら、重要なカード。中東は「乱戦」の舞台。スンニ派、

シーア派、タリバン、ロシア、アメリカ、トルコ、イスラエル、チャイナ、サウジ、イラン、そして日本。 

⑲ チャイナは「凶暴化」し始めており、「熱戦」の可能性がある。「尖閣」「沖縄」危ない。チャイナ海軍は

アメリカ哨戒機にレーザー光線照射をして、パイロットを負傷させた。イタリアにロシア軍「支援」とし

て来ている。コロナによるチャイナの死者数は発表の10倍。ウイグル人、各地の工場へ。奴隷状態。 

⑳ 北朝鮮。金与生が最高指導者的に振舞っている。 

追加① 7月2日（木）フジ住宅裁判「判決」15時。傍聴券抽選は無い。 

追加②6月7日（日）岸和田大人塾。石平氏。③13日（土）林千勝氏 （中島サロン）④14日（日）西村真悟

氏 日本の歴史文化研究会 芦屋 ⑤21日（日）「日の丸行進」？⑥23日（火）岸和田健老大学で久しぶりに

南木講義。⑦5月27日（土）第46回「南木倶楽部全国勉強会」（第一研修室）⑧9月19日（土）「新しい歴史

教科書を作る会 大阪」総会、講演会。茨木神社 参集殿  

（推薦する書籍）（新規） ＜本日、前回2月22日のレジュメを配布しているので、書籍についてはそちらも参照＞ 

「『武漢ウイルス』後の新世界秩序」（ワニ・プラス×）西村幸祐福山隆   「三体」（早川書房）劉慈欣 

「新型コロナ恐慌後の世界」（徳間書店）渡邉哲也  「知っておきたい和食の秘密」（勉誠出版）渡辺望 

「コロナ以後中国は世界戦争を仕掛けて自滅する」（徳間書店）宮崎正弘 

「日本を貶める『反日謝罪男と捏造メディア』の正体（ＷＡＣ）大高未貴 

「人類はパンでミックをどう生き延びたか」（青春出版社）島崎晋            以上 


